
　

問合せ先：地域子育て支援センター　☎㉗２２００

鬼 の お 面 製 作

 １日(水)　閉館（新年度準備）

 ２日(木)　開放開始

 ４日(土)　開館日

 ９日(木)　午後：リトルママの会

13日(月)　体育館で遊ぼう　

　　　　　 場所：市民スポーツセンター

18日(土)　開館日

20日(月)　誕生会 

22日(水)　こいのぼり製作

23日(木)　こいのぼり製作

　　　　　 午後：リトルママの会　　

27日(月)　発育測定・育児相談　

　　　　　 保健師、栄養士来所

※予定は変更になる場合があります。

　詳細は子育て支援センターまでお問い合わせください。
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　木々や花々が芽吹き始め、春の訪れを感じられるよ
うになりました。春は新しいスタートの季節です。こ
ども園や保育園への入園を心待ちにしてるお子様もい
ることでしょう。そして、お座りやよちよち歩きがで
きるようになったり、おしゃべりが上手になったり、
お子さんの成長を改めて感じさせてくれる季節でもあ
ります。今月は、「おおきくなったねの会」で一年間
を振り返り、みんなで成長を喜びあいましょう。２/９ ぺるりん石像を寄贈いただきました！

　ぺるりん復活プロジェクトのメンバーが松木市長

を訪問し、クラウドファンディングの進捗状況の報

告と併せ、ぺるりん石像を寄贈いただきました。

　今後は、本年５月の黒船祭開国市でのお披露目に

向けて準備をすすめていくとのことです。

２月の
できごと

２/６ 北方領土問題への関心と理解を

　２月７日の「北方領土の日」に合わせ、市内小学

校の６年生 113 名がグループに分かれ、玉泉寺や長

楽寺などの市内関連施設を見学しながらウォーキン

グしました。長楽寺では、元島民三世でプロレスラー

の七
な な せ

星氏による講話も行われました。

２/12  防災を自分事として考える

　令和７年度第２回防災講演会を実施しました。（株）

いのちとぶんか社　葛西優香取締役を講師に招き、

氏がこれまで経験した災害や移住先の福島県浪江町

の取組み事例を紹介いただき、地区防災計画の策定

や事前備えの重要性を説明いただきました。

２/12  次世代の女性消防士のために

　下田消防本部・神尾消防士が、第 33 回静岡県消防

職員意見発表会にて優秀賞を受賞しました。「陽だま

りに込めた望みと誓い」と題し、女性傷病者の心理

的負担軽減や女性消防士の存在について、その重要

性を提言しました。

31 ～２月４日　 北方領土パネル展

６日　 認知症カフェ～ in 河内庁舎～

18 日　 令和７年度寿大学 （２月講座）

19 日　 防災講演会 （下田小学校）

20 日　 防災講演会 （大賀茂小学校）

21 ～ 22 日　 空き家バンク presentsDIY 講座③

28 日　 下田わくわくパーク 「これば！」
※掲載情報は、 ２月 27 日時点

２/19 安心安全な水道事業を継続するために
　公共料金審議会の寺川会長より、諮問「水道料金

について」に対し答申がありました。老朽化した施

設の更新等、安心安全な水道事業を継続していく上

で、一律 20％程度という引き上げはやむを得ないと

判断されました。

２/19 長年の功績を讃えられ

　統計事務に顕著な功績を残された方を表彰する静

岡県統計功労者表彰式が２月５日に静岡市で開催さ

れ、2025 年農林業センサスの統計調査員として尽力

いただいた西谷猛氏が、これまでの功績を讃えられ

農林水産大臣表彰を受賞されました。
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